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今後のガス政策の在り方をめぐる論点について

⚫ ガスを取り巻く国際状況やガス事業を巡る国内の環境変化、更に本年4月1日の大手
３社の導管部門法的分離による制度面でのガスシステム改革の節目を迎えたところ、
今後のガス政策の在り方をめぐる論点として、以下の点があるのではないか。

１．国際的なLNGを取り巻く情勢の変化への対応
◆ LNGを取り巻く国際情勢の変化を踏まえた持続的なガス事業と需要家保護（LNGの開発・調
達、小売自由化を踏まえたガス料金の在り方）

２．カーボンニュートラルの実現に向けたガス制度整備
◆ エネルギー基本計画等を踏まえた制度改正に向けた動き（高度化法・省エネ法等）と水素や合
成メタン等の新しいガス体エネルギーの利用を後押しする制度整備（合成メタン利用時のCO2
排出の扱い等）

３．大手三社の導管部門の法的分離等による環境変化
◆ 法的分離等の環境変化を踏まえた、レジリエンスを含むガス供給ネットワーク・ガス供給事業の在り方

４．ガス小売競争の活性化
◆ 卸売参入や代理・取次の拡大による事業競争促進の状況の評価、それを踏まえた需要家の利
益・選択肢の拡大の在り方

５．地域エネルギー供給等の主役たる地方ガス事業者
◆ バイオガス等の地域エネルギーの地産地消、電気・LPガス等を含むエネルギー・サービスの供給、
地方自治体と連携した地域課題解決等
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（参考）第18回ガス事業制度検討ワーキンググループ（2021年6月1日）資料4 事務局資料より抜粋
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（参考）2050年に向けたガス事業の在り方研究会 中間とりまとめポイント（2021年4月5日）


